
令和６年度 グランドデザイン 富士宮市立富士見小学校

【学校教育目標】
共 に 学 び め あ て に 向 か う 富 士 見 っ 子

～ 違 い を 認 め 合 い 互 い に 頑 張 る ～

改善 Ａ ＣＴＩＯＮ

二中 一中 根南中

富 士 見 小 学 校 で 育 て た い 資 質 ・ 能 力

計画 Ｐ ＬＡＮ

実行 Ｄ Ｏ

検証

Ｃ ＨＥＣＫ

【学校経営目標】
多様性を認め合い 資質 ・能力を伸ばす学校づくり

外部機関との連携
（相談センター・家庭児
童相談室・幼保こ 等）

←週案簿と予定帳を

活用したｶﾘｷｭﾗﾑ

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの充実

豊かな心・生活向上部（徳）
「あたたかい言葉で話す子」

学力向上部（知）
「よく聴き考えを深める子」

心身向上部（体）
「めあてに向け健康な体をつくる子」

社会に開かれた教育課程＋組織力の強化

【豊かな心】
◎自分の目標を立て、
振り返り、改善する。

○特活・道徳・人権教育等の工夫
○オオムラサキPJ（地域と連携）
⇒生命尊重・環境教育

○異学年交流の工夫
○ｷｬﾘｱﾊﾟｽﾎﾟｰﾄの活用

【生活向上】
◎学級の目標を決め、
振り返り、改善する。

○人間関係づくりの活動
○不登校・いじめ未然防止
○「時間・きれい・あた
たかいことば」

○廊下の歩行の指導
○週間予定帳の活用

核となる特別活動
自己肯定感・自己有用感を実感する働き掛け

【授 業 改 善】

◎単元課題や目標に向け、
学びを振り返り高める。

○研修の工夫と日常化
○「見通し・比較検討・
振り返り」の研究継続

○生き生き取り組む単元構想
○探究のプロセスを重視した
えのきタイム
○対話力を高める外国語学習
○１小３中学の連携研究
〇スタートアップカリキュラム

【学習環境作り】
○聴き方、話し方の徹底
○板書・ノート指導の工夫
○家庭学習と授業の接続
○アウトプット型家庭学習
○学習の場としての教室整備
（富士見スタイル）

【体力向上】

◎目標を立て、安全に運
動に取り組む体育授業

〇グッドモデルの提示
○体育カード
○熱中症と安全対策
○体育的行事の工夫と
臨機応変な対応

【健康づくり】
◎健康目標を立て、自分の
行動や生活を振り返り
改善する。

（健康課題：生活ﾘｽﾞﾑの確立）
○食育・健康教育・安全教育
○保健授業・行事の工夫
○黙働・清掃スタンダード
○家庭と連携した
チェックカードの活用

○食物アレルギー対応
〇危機管理研修
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確 か な 学 力 や 豊 か な 心 の 基 盤 と な る 学 校 図 書 館 と 読 書 活 動

事 務 部 が 支 え る 財 務 ・ 物 品 ・ 施 設 管 理 ・ 外 部 対 応 等

こ ど も の 心 身 の 健 康 ・ 心 の 安 定 を 支 え る保健室と学校保健計

○
日
々
の
教
育
活
動
の
評
価

校
内
研
修

授
業
分
析

一
人
一
授
業

相
互
参
観

○
週
案
簿
を
活
用
し
た
、

教
職
員
に
よ
る
自
己
評
価

○
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
分
析

○
参
観
会
等
で
の
意
見

○
学
校
関
係
者
評
価

Ｃ Ｓ 家 庭 ・ 地 域 ・ 富 士 見 コ ミ ュ ニ テ ィ と の 連 携
（ ｵｵﾑﾗｻｷﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ・体育館建設・ＰＴＡ活動・読み聞かせ・富士見サポーター等）

特別支援教育・ユニバーサルデザイン・生徒指導の充実→存在・行動・結果の価値付けの工夫

ＳＤＧｓ (環 境 ・人 権・多様性と包摂性 )を 重視 した教育活動

ＩＣＴの活用（リアルとデジタルのバランス・家庭⇔授業）・メディアの使い方指導
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グランドデザイン達成のための、担任・担当の経営３本柱（●授業経営▲学級経営■分掌経営）
●
▲
■

教職員の資質 、能力の向上 ・ リーダー層の育成 ・ 時間資源の活用 ・ 業務改善

「ＯＪＴ」「メンタリング」「コーチング」「ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ」の人材育成システム

「 ゆ め ６ （ 夢 を 叶 え る ６ つ の 力 ） 」 ＋ 「 児 童 発 案 の ７ つ め の 力 」 ＝ 「 ゆ め ７ 」

生きて働く知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力等の育成 学びに向かう力・人間性等の涵養 ７つめの力

①生活や既習事項を生かす力 ③問題解決力 ⑤協働する力 ⑦言葉を
上手に

②情報を集める力 ④コミュニケーション力 ⑥学びをふりかえる力 使う力




